
かわさきパラムーブメント
の取組について

平成31年1月21日（月）

川崎市 市民文化局

オリンピック・パラリンピック推進室



東京オリンピック1964のレガシー

大会の開催にはインフラ整備が不可欠

国立競技場 東海道新幹線 東京モノレール 首都高速

高度経済成長を支えた重要なレガシーが形成
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長期にわたる、特にポジティブな影響(有形・無形)

施設の整備 インフラの整備 スポーツ振興 その他

生活の利便性が高まるなど人々の暮らしにさまざまな影響

スポーツ 社会 環境 都市 経済

レガシーとは？

Olympic Legacy Booklet
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⚫大会の開催による一過性の経済効果に着目する
だけでなく、長期的視点に立った都市の持続可能
な発展を目指して構想されたもの。

⚫2012年大会の開催都市決定プロセスから、開催
都市として立候補する段階での言及が必要な項目
とされる。

⚫大会の成功に向けて取り組んだ「結果としての
レガシー」から「レガシーの目標化」に変化して
いる。

レガシーとは？
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なぜ川崎でオリンピック・パラリンピック？

⚫川崎では競技は実施されない。
→公式エンブレム等は一切使用できない・・・

⚫現在のところ、大会に直接関係する取組は、
オリンピック・パラリンピックチームの事前キャンプ
受入れとホストタウンなど

2020東京大会というまたとない好機を活用し、川崎市が
抱える課題の解決と持続可能なまちづくりを目指し、未
来へ遺すものとしてレガシーを形成していく。

●多様性と社会的包摂に関するレガシー
●川崎のブランド力に関するレガシー 4
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年齢３区分別人口の推移

老年人口 生産年齢人口 年少人口

8.0% 約94,000人 19.5% 約280,000人

⚫川崎市の65歳以上
の老年人口は約28
万人、老年人口割
合は19.5％となり、
戦後一貫して上昇

⚫全国平均と比較す
ると、依然として
若い都市

出典：平成27年度国勢調査

かわさきパラムーブメントに取り組む背景
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(万人) 将来人口推計

老年人口 生産年齢人口 年少人口

158.7

102.8

20.2

50.4

⚫2030年をピーク
に総人口が減っ
ていくなか、老
年人口は伸び続
ける

⚫急激な高齢化に
備え、今から何
にどう取り組む
か？

出典：川崎市総合計画 第2期実施計画の策定に向けた将来人口推計

かわさきパラムーブメントに取り組む背景
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⚫障害児・者数は、
年々増加傾向に
あり、この１０
年間で約１．５
倍に増えている。

出典：健康福祉局調べ

かわさきパラムーブメントに取り組む背景

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

障害児・者の推移

身体 知的 精神

7



1964年の社会課題：戦災復興、国民の自信回復

2020年の社会課題：人口減少、少子高齢、低経済成長

税収減 社会保障費の増

これからの本市にとって何が必要になるのか？
2020東京大会(特にパラリンピックを重視)というまたとない好機を活用し、

レガシーの形成を目標に具体的な取組を展開する。

かわさきパラムーブメントで目指すもの

【目指すもの】

誰もが自分らしく暮らし、自己実現を目指せる地域づくり

【理念】

人々の意識や社会環境のバリアを取り除き、
誰もが社会参加できる環境を創出すること

(第2期推進ビジョン)
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目指すものと理念(概念イメージ)
(第2期推進ビジョン)
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かわさきパラムーブメントのレガシー①

多様性を尊重する社会をつくる
子どもを育むまち

⚫ 義務教育を終えた時点で、すべての子どもたちが、人は
平等であり、かつ、あらゆる機会の提供は公平であるべ
きことを理解しており、誰もが各々の個性を互いに尊重
し合えている。

⚫ 義務教育を終えた時点で、すべての子どもたちが、共生
社会の担い手としてお互いに助け合い支え合うことの大
切さを理解し、実践的な態度が身についている。

⚫ 大人たちが、自他の個性を尊重し助け合うことを実践し、
子どもたちの模範となっている。

【レガシーが形成された状態】
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かわさきパラムーブメントのレガシー②

心理的バリアが解消されたまち
～心のバリアフリー～

⚫ すべての人が、自他の個性を尊重し、相互にコミュニ
ケーションをとることができる。

⚫ すべての人が、自らの心のバリアを取り除く実践的な行
動をとっている。

⚫ 社会的マイノリティの当事者が、自分たちも社会を構成
するかけがえのない存在であることを確信し、社会生活
上のバリアを取り除くうえで必要なことを他者に伝えら
れている。

【レガシーが形成された状態】
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かわさきパラムーブメントのレガシー③

社会的バリアが解消されたまち
～ユニバーサルなまち～

⚫ すべての人が、自らの意思で行きたい所に行け、行った
先で自由に行動ができる。

⚫ すべての人が、言語、心身の個性の違いを意識すること
なく、サービスを享受できている。

⚫ すべての人が、あらゆる情報に公平にアクセスできる。

【レガシーが形成された状態】
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かわさきパラムーブメントのレガシー④

誰もがスポーツ・運動に
親しんでいるまち

⚫ すべての人にとって、身近な場所でスポーツをするため
の環境が整っている。

⚫ すべての人にとって、公平にスポーツを観戦できる環境
が整っている。

⚫ すべての人が、日常的にスポーツ・運動に親しみ、楽し
み、体力の維持向上や健やかな心身を育んでいる。

【レガシーが形成された状態】
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かわさきパラムーブメントのレガシー⑤

誰もが文化芸術に
親しんでいるまち

⚫ すべての人が、文化芸術活動に携わることができる環境
が整っている。

⚫ すべての人が、文化芸術に親しみ、楽しめる環境が整っ
ている。

【レガシーが形成された状態】
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かわさきパラムーブメントのレガシー⑥

多様な主体が地域づくりに
貢献しているまち

⚫ すべての人が、自らが住まうまちの将来の姿を共有して、
自らの能力を活かして活動を実践し、コミュニティの一
員となっている。

⚫ 自らが住まうまちの地縁型の活動やテーマ型の活動にか
かわらず、参加できる環境が整っている。

【レガシーが形成された状態】
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かわさきパラムーブメントのレガシー⑦

誰もが職業等を通じて
社会参加できる環境

⚫ すべての人が、社会参加しようとする意欲を持っている。
⚫ すべての人がお互いの個性を理解し、一緒になって仕事

や、趣味、学習活動等を行っている。

【レガシーが形成された状態】
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かわさきパラムーブメントのレガシー⑧

来訪者が「行ってよかった」と
思えるまち

⚫ 川崎を目的地として多くの人が訪れている。
⚫ 川崎への来訪者が、その後、川崎の魅力を発信している。

【レガシーが形成された状態】
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かわさきパラムーブメントのレガシー⑨

知名度・プレゼンスが
高まった川崎

⚫ 川崎が、様々な分野におけるテクノロジー開発などで世
界の最先端にあることが国内外で認知されている。

⚫ 川崎の魅力や特長が国内外で認知されている。

【レガシーが形成された状態】
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具体的な取組

パラスポーツやってみるキャラバン
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具体的な取組

インクルーシブなかわさきハロウィン開催に向けた支援
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具体的な取組

かわパラ2018 powered by PARA★DO!
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具体的な取組

障害者音楽フェスティバル
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具体的な取組

「Colors かわさき展」の開催
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具体的な取組

参加型アートイベントの開催
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具体的な取組

市民参加（パラムーブメント・アクション）の取組
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BOA(英国オリンピック委員会）
2017.３.21：英国オリンピック代
表チームの事前キャンプ受入れに
向け、英国オリンピック委員会と
川崎市・横浜市・慶應義塾大学が
契約を締結。

横浜国際プール（横浜市）等々力陸上競技場(川崎市) 慶應義塾大学日吉キャンパス(横浜市)

川崎市・横浜市・慶應義塾大学
の3者がタッグを組んで英国チー
ムの事前キャンプを受け入れる

オリンピック代表チーム
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BPA(英国パラリンピック委員会）
2018.5.24：英国パラリンピック代
表チームの事前キャンプ受入れに向
け、英国パラリンピック委員会と川
崎市・横浜市・慶應義塾大学と覚書
を締結。今後、正式な契約を締結す
ることを目指す。 オリンピック代表同様に川崎市・横

浜市・慶應義塾大学の３者で事前
キャンプを受け入れる。

パラリンピック代表チーム

カルッツかわさき(川崎市) 富士通スタジアム川崎(川崎市)
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【機運醸成に向けた取組】

●ロゴマーク
川崎市、横浜市、慶應義塾大学の3者に加え、英国オリンピック
委員会・英国パラリンピック委員会の協力を得て、英国を応援
する「GO GB 2020」のロゴを作成しました。また併せて、５者
のロゴマーク等を配した合同デザインも作成しました。
●専用ウェブサイト
川崎市、横浜市、慶應義塾大学はホスト紹介や事前キャンプ情
報を集約した英国代表チーム応援ウェブサイト「GO GB 2020」
を立ち上げ、関連情報を随時発信しています。
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